
第4回日本剛|VcemicXm蝋研究会

JapaneseAssociationfOrthe StudyofGlycemicIndex

略称:日本GI研究会(JASGI)

録記



目次

第4回､日本Glycemiclndex研究会､教育講演(平成17年7月17日開催）

（4-1）糖尿病治療におけるGlycemic indexの臨床応用と考察……｡………･ ･ 2

幣憲一郎

（4-2）ﾒﾀポﾘﾂｸシンドロームにおける

耐糖肯誤常の病態と早期診断の重要性・ ･ ･ ･ ･…･ ･･ ･……・ ・ 3

森豊

（4-3）レジスタントスターチ(難消化性でん粉について

（州諸外国におけるダﾗｲｾﾐｯｸｲﾝヂｯｸｽの現況……･…8

四塚勝

第4回、日本G1ycemiclndex研究会､一般演題

（4-4）健常ボランティアにおける低GIゼリーと｛恥Iクッキーの機能評価・………12

前島大輔､岡田節朗､本田裕加､塚野恵子､五十嵐幸子、

小西徹也､佐藤眞治､竹石欣司､峰尾茂

（4-5）聖徳大学におけるGI研究について.…･ ･ ･ ･…． ．…． ．…･…･…･ ･ ･…･14

田中照二

（4-6）発芽玄米の食物繊維が食後の血糖上昇に与える影響・ ・・……･…･ ･ ･…･16

伊藤幸彦､大西美咲､喜瀬光男､青砥弘道､速水耕介、

烏光麻莉子､長瀬良平､関泰一郎､有賀豊彦

（4-7）牛乳はα-グルコシダーゼ阻害剤に代わりうるか？…･ ･ ･ ･…….…． ．…･ ･18

金本郁男､堀幸子､山田佳枝､居村久子

第4回､日本Glycemiclndex研究会､特別講演

（4-8）バイオマーカーによる非侵襲的な血糖測定とその開発トレンド ． ．…･ ･…･…20

山口昌樹

第6回研究会のお知らせ､一般演題募集要綱・…･ ･ . .……….…. . ． ・ ・ ・25

GI研究のための続一プロトコール(日本Glycemclndex研究会推奨)･ ･……･……･ 26

日本G1ycemiclndex研究会会則 ・……･･ ･…………･…･…･ ･…･ ･ ･･…28

協力企業一覧・ ・ ・ ・…･……． .…………･…….…． ． . ． .…. ． ． ． ．……. 、 29

、



巻頭
一

＝
ロ

第4回の日本Glycemiclndex研究会は、例年どおり約200名の参

加を得て、2005年7月17日に慈恵医大を会場に行われた。

昨年の4月の日本内科学会雑誌にメタボリックシンドロームの定義

と診断基準が掲載されたところであり、前年から活発になったこの問題

が広く注目を浴びてきた。 これは日本内科学会が中心となり、高血圧

学会、糖尿病学会、肥満学会など8学会の代表者で構成した診断基準検
討委員会でまとめ上げたものである。 心臓血管系や脳血管系など増加

しつつあるリスクファクターの集積に注目し、 1次、 2次予防へと充分

に注目して行くべきことを調い上げた国家的キャンペーンである。 メ

タボリックシンドロームはウエスト周囲径の基準を男性85cm、女性

90cm以上とし、このような方に高トリグリセライド、低HDL、高

血圧、高血糖、肥満などの重積を問題としている。 これらの基盤には

食後高血糖、食後の高インスリン血症があり、これらの抑制に注目する

ことがなによりも求められている対策の第1歩である。 これこそ

Glycemiclndex研究会の目的である。

今回は、採血することなく、血糖値の追跡を可能にする機器の開発に

取り組んでおられる富山大学の山口昌樹先生に特別講演をご担当頂い

た。 日本人の豊かな食習慣でどのような食事、どんな献立が高血糖、

インスリンの過分泌を避けられるのかは､広く多くの方々の研究データ

が必要であり、実際には個々の方々での検討が大事である。 それには

測定に出来るだけ負担の少なく、容易に測定出来る機器、方法の開発が

欠かせないところである。 その面ではこの分野の仕事の発展に期待す

るところが大きい。 大変興味深いお話をうかがえて有益であった。

年々、GIに向けられる関心が高まりつつあることを実感している。

この面での地道な研究とその活用とが一層広く行われることに期待し
たい。

2006年3月20日

日本Glycemiclndex研究会世話人代表

立川中央病院附属健康クリニック院長

田 中 照 二


























































